
資料３―２ 
 

 

 

 

 

 

 

六角川水系工事実施基本計画と六角川水系河川整備基本方針（案） 

 

対 比 表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２０年７月１０日 

国 土 交 通 省 河 川 局 

 

 
 



六角川水系工事実施基本計画と六角川水系河川整備基本方針（案）対比表 

六角川水系工事実施基本計画 六角川水系河川整備基本方針（案） 

 

六角川水系工事実施基本計画 

 

目     次 

 

１．河川の総合的な保全と利用に関する基本方針 ・・・・・・・・  １ 

 

 

 

 

 

 

２．河川工事の実施の基本となるべき計画に関する事項 ・・・・・  １２ 

 （１） 基本高水並びにその河道及び洪水調節施設への配分に関する 

事項 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １２ 

 （２） 主要な地点における計画高水流量に関する事項 ・・・・・  １３ 

 （３） 主要な地点における流水の正常な機能を維持するため必要な 

流量に関する事項 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １４ 

３．河川工事の実施に関する事項 ・・・・・・・・・・・・・・・  １５ 

 （１） 主要な地点における計画高水位、計画横断形、その他河道計 

画に関する重要な事項 ・・・・・・・・・・・・・・・・  １４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

六角川水系河川整備基本方針（案） 

 

目     次 

 

１．河川の総合的な保全と利用に関する基本方針 ・・・・・・・・  １ 

（１）流域及び河川の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １ 

（２）河川の総合的な保全と利用に関する基本方針 ・・・・・・・  ６ 

  ア 災害の発生の防止又は軽減 ・・・・・・・・・・・・・・  ７ 

  イ 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持 ・・・・・  ９ 

  ウ 河川環境の整備と保全 ・・・・・・・・・・・・・・・・  ９ 

 

２．河川の整備の基本となるべき事項 ・・・・・・・・・・・・・ １２ 

（１）基本高水並びにその河道及び洪水調節施設への配分に関す 

る事項 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １２ 

（２）主要な地点における計画高水流量に関する事項 ・・・・・・ １３ 

（３）主要な地点における計画高水位及び計画横断形に係る川幅 

に関する事項 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １４ 

（４）主要な地点における流水の正常な機能を維持するため必要 

な流量に関する事項 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １５ 

 

（参考図）六角川水系流域図                   巻末 

 

 

 

 

 

 



 

-1-

六角川水系工事実施基本計画と六角川水系河川整備基本方針（案）対比表 

六角川水系工事実施基本計画 六角川水系河川整備基本方針（案） 

１．河川の総合的な保全と利用に関する基本方針 

 

 

 

 六角
ろっかく

川水系は、その源を佐賀
さ が

県杵島
き じ ま

郡山内
やまうち

町神
じん

六山
ろくざん

に発し、武雄
た け お

市二俣
ふたまた

において

武雄川を合わせ、白石
しろいし

平野を屈曲して貫流し、河口部において牛
うし

津
づ

川を合わせ、

住ノ江
す み の え

において有明
ありあけ

海
かい

に注ぐ。 

 面積 341 km2 に及ぶ本流域は、佐賀県に属し、佐賀県の中央部における社会、経

済、文化の基盤をなしており、本水系の治水と利水についての意義は極めて大きい。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．河川の総合的な保全と利用に関する基本方針 

 

（１）流域及び河川の概要 

 

 六
ろっ

角
かく

川は、その源を佐賀県武雄
た け お

市山内
やまうち

町の神
じん

六山
ろくさん

（標高 447m）に発し、武雄川

等の支川を合わせて低平な白石
しろいし

平野を蛇行しながら貫流し、下流部において牛
うし

津
づ

川を合わせて有明
ありあけ

海
かい

に注ぐ、幹川流路延長 47km、流域面積 341km2の一級河川であ

る。 

 六角川流域は、佐賀県のほぼ中央に位置し、関係市町数は 3 市 3 町からなり、

本川下流部に武雄市、支川牛津川に多久
た く

市、小城
お ぎ

市といった主要都市を有してい

る。流域の土地利用は、水田や畑地等が約 50％、山地等が約 37％、宅地等が約 13％

となっている。 

沿川には九州横断自動車道をはじめ、国道 34号、国道 203 号、JR長崎本線、JR

佐世保
さ せ ぼ

線等の基幹交通施設に加え、有明海沿岸道路、佐賀唐津
か ら つ

道路が整備中であ

り、交通の要衝となっている。下流部の白石平野では稲作が盛んなほか、近年で

は、たまねぎ・れんこんの国内有数の生産地として知られている。また、流域内

の武雄市では、温泉を核とした観光産業が盛んであり、この地域の社会・経済・

文化の基盤を成している。さらに、天山
てんざん

県立自然公園、八幡
はちまん

岳
だけ

県立自然公園等の

豊かな自然環境に恵まれていることから、本水系の治水・利水・環境についての

意義は極めて大きい。 

 

流域の地形は、脊
せ

振
ふり

・天山山系、神六山等に連なる丘陵性山地に囲まれ、中・

上流部は山地部から細長い平地を経て、下流部には古くからの干拓によって形成

された白石平野が広がっている。河床勾配は、上流部では約 1/60 程度であり、中
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六角川水系工事実施基本計画 六角川水系河川整備基本方針（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

流部で約 1/150～1/1,000 程度で、下流部では約 1/1,500～1/45,000 程度の緩勾配

となっている。また、有明海特有の大きな潮汐の干満差による影響が中流部まで

及んでおり、長い感潮区間には有明海より遡上する浮遊粘土（ガタ土）が低水路

に著しく堆積している。  

 

流域の地質は、上流部では新生代第三紀の堆積岩や火山岩などからなり、中下

流部では有明海の海退等により形成された沖積平野が広がり、表層部には有明粘

土層が広く分布している。また、海岸付近の沖積層は、干拓等により形成された

ものである。  

 

流域の気候は、内陸型気候に属し、平均年降水量は約 2,000mm 程度であり、降

水量の大部分は梅雨期に集中している。 

 

源流から大日
だいにち

井堰
い ぜ き

までの中・上流部は、スギ・ヒノキからなる山林の中に矢
や

筈
はず

ダ

ムによる湛水域が形成され、ダム湖にはコイ、フナ等の魚類が生息し、ヒドリガ

モが越冬のために飛来する。ダムより下流は、低山・丘陵地に挟まれた平地を流

下し、瀬・淵や堰による湛水域が形成されている。瀬はオイカワやヨシノボリの

産卵場となっており、淵や湛水域にカワムツやギンブナが生息している。河岸に

はオギ群落等が群生し、一部の区間にはヤナギ林、竹林等の河畔林が形成され、

サギ類等の採餌場、休息場となっている。 

大日井堰から六角川河口堰までの下流部は、白石平野を大きく蛇行しながら流

下し、大潮時には河口から約 29km にも及ぶ長い感潮区間を有している。汽水域に

はエツやワラスボ等の有明海特有の魚類と、ギンブナやモツゴ等の淡水魚が混在

して生息し、独特の生態系を有している。水辺には連続して干潟、ヨシ原が形成



 

-3-

六角川水系工事実施基本計画と六角川水系河川整備基本方針（案）対比表 
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六角川水系の治水事業は、昭和11年から中小河川改修事業として牛津川の古賀
こ が

橋
ばし

地点から本川合流点までの区間について、築堤等を施工したが、昭和23年7月及び9

月洪水にかんがみ、昭和24年から古賀橋地点における計画高水流量を730m3/secとし

、築堤、しゅんせつ等を施工した。その後、昭和28年6月及び昭和31年8月洪水にか

され、干潟にはハラグクレチゴガニが生息し、ヨシ原はオオヨシキリの繁殖場、

カヤネズミの生息場となっている。点在する江湖
え ご

と言われる入江状の河川空間は、

稚魚の生息場、避難場となるなど、六角川の多様性の一翼を担っている。 

六角川河口堰より下流の河口部は、有明海特有の潮汐の影響を受け、広大な河

口干潟が形成されている。干潟には、ムツゴロウやシオマネキが生息しており、

シギ・チドリ類やカモ類の渡りの中継地、越冬地となっている。水際にはシチメ

ンソウやヒロハマツナ等の塩生植物が生育し、その背後にヨシ原が形成されてい

る。 

中通
なかどおり

川合流点までの支川牛津川の上流部は、山間地を流下し、瀬・淵やアラカ

シ・ムクノキ等のまとまった河畔林が分布し、変化に富んだ河川環境が形成され

ている。水辺にはツルヨシが繁茂し、瀬・淵が連続する流水区間には、オイカワ、

カマツカ等の魚類が生息している。 

中通川合流点から古賀
こ が

橋下流までの中流部は、山間の狭い平地を流下し、緩や

かな流れの中に瀬・淵が形成され、カワムツやカゼトゲタナゴ、モクズガニやス

ジエビ等が生息している。河岸には、タチヤナギ等の河畔林が点在し、水辺には

ツルヨシが繁茂している。 

古賀橋下流より六角川合流点までの下流部は、低平な白石平野を蛇行しながら

流下し、約 12km におよぶ感潮区間を有しており、六角川本川下流部と同様の自然

環境及び生物相となっている。 

 

六角川における治水事業の歴史は古く、佐賀藩の家老成富
なりとみ

兵庫
ひょうご

茂安
しげやす

が江戸時代

（17世紀前半）に始めたとされ、上流の氾濫水から家屋等を防御するための横堤

や放水路等が築かれた。六角川の本格的な治水事業は、昭和11年から中小河川改

修事業として佐賀県が支川牛津川の築堤等に着手したことに始まり、昭和23年7月
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六角川水系工事実施基本計画 六角川水系河川整備基本方針（案） 

んがみ、昭和33年から直轄事業として、武雄市から河口までの区間を加え住ノ江地

点における計画高水流量を1,600m3/secとし古賀
こ が

宿
しゅく

、今出
いまいで

川、医
い

王寺
お う じ

及び高潮地区

の一部築堤を施工した。昭和41年には、一級河川の指定に伴い、それまでの計画を

踏襲した工事実施基本計画を策定した。 

 その後、昭和45年に多目的ダム及び河口堰の建設計画を含めた工事実施基本計画

の改定を行い、基準地点住ノ江において計画高水流量を2,000m3/secとした。この計

画に基づき、河口堰の建設、堤防の拡築及び護岸等の設置を実施してきた。さらに

昭和63年には、計画高水位、計画横断形、計画堤防高についての部分改定を行なっ

た。 

 なお、牛津川については、平成2年7月洪水にかんがみ、平成4年4月、妙見橋にお

ける計画高水流量を1,150m3/secとする現計画を決定した。 

 

 

 

 

 

 

 

一方、利水面についてみれば、10,000haに及ぶ耕地のかんがいのための農業用水

及び武雄市、多久
た く

市の都市用水等に利用されている。 

 

 

 

 

及び9月洪水を契機に、昭和24年から古賀橋地点における計画高水流量を730m3/s

とし、築堤、掘削等を実施した。 

その後、昭和28年6月及び昭和31年8月洪水等にかんがみ、昭和33年から直轄事

業として、住ノ江
す み の え

地点の計画高水流量を1,600m3/sとし、古賀
こ が

宿
しゅく

、今出
いまいで

川、医
い

王寺
お う じ

及び高潮地区の築堤等を実施した。昭和41年には一級水系に指定され、同年に、

これまでの計画を踏襲する工事実施基本計画を策定した。 

さらに、流域の社会的、経済的発展にかんがみ、昭和45年に基準地点住ノ江に

おける基本高水のピーク流量を2,200m3/sとし、このうち、流域内の洪水調節施設

により200m3/sを調節し、計画高水流量を2,000m3/sとする工事実施基本計画に改定

した。以降、この計画に基づき、堤防の新設及び拡築、高潮対策として六角川河

口堰の建設や高潮堤防の整備、内水対策の排水機場の新設等を実施している。 

こうした治水事業を展開してきたものの、平成2年7月には観測史上最大の洪水

により、死者1名、家屋浸水8,686戸に及ぶ甚大な被害が発生したため、激甚災害

対策特別緊急事業に着手するとともに、平成4年には支川牛津川の妙見
みょうけん

橋
ばし

における

計画高水流量を1,150m3/sとする工事実施基本計画の改定を行い、平成14年には洪

水調節のための牟田辺
む た べ

遊水地を完成させた。 

砂防事業については、佐賀県が昭和19年から砂防堰堤等を整備している。 

  

河川水の利用については、古くは成富兵庫茂安が農業用水を確保するため、

永 池 提
ながいけのつつみ

や羽佐間
は ざ ま

水道等の利水施設を築造している。また、平地に比べ山地面積の

割合が少なく、河口から約 29km 付近まで感潮区間であり、河川水利用が難しいこ

と等から、ため池やクリーク、地下水の利用などを組み合わせた利用がなされる

とともに、六角川河口堰を完成させたが、閉め切りによる漁業等に対する影響の

懸念や農業の情勢の変化により、河口堰の運用形態の変更を行った。 
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現在、農業用水として約 3,400ha の農地でかんがいに利用され、水道用水、工

業用水として武雄市内、多久市内で利用されている。また、多様な水利用の取り

組みがなされているにもかかわらず、平成 6 年の大渇水等、しばしば深刻な水不

足に見舞われ、水不足を補う地下水の過剰揚水により、一時は著しい地盤沈下が

生じるなどの弊害が生じていたが、佐賀西部広域水道用水の供給が開始された平

成 13年度以降においては地下水揚水は減少している。 

 

水質については、本川では河口から牛津川合流点までは E 類型、牛津川合流点

から大日堰までは D 類型、大日堰から上流は A 類型に指定されており、支川牛津

川では牛津川合流部から羽佐間堰までは D 類型、羽佐間堰から中通川合流点まで

は C類型、中通川合流部から上流は A類型に指定されている。BOD75%値で見ると、

本支川のいずれの地点も環境基準を概ね満足している。  

 

河川の利用については、水辺のほとんどが干潟とヨシ原で覆われていることか

ら、堤防上の散策が主となっているが、矢筈ダム貯水池周辺、本川下流部に位置

する高橋自然観察園、河口付近のムツゴロウ公園及び干潟体験場では、スポーツ

、自然観察、自然体験等に利用されている。 
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六角川水系工事実施基本計画 六角川水系河川整備基本方針（案） 

 

 

本水系における河川の総合的な保全と利用に関する基本方針としては、河川改修

の現状、砂防・治山工事の実施の状況、水害発生の状況、河川の利用の現状（水産

資源の保護及び漁業を含む。）及び河川環境の保全を考慮し、また、関連地域の社

会、経済の発展に即応するよう九 州
きゅうしゅう

地方開発促進計画、産炭地域振興基本計画等

との調整を図り、かつ土地改良事業等の関連工事及び既存の水利施設等の機能の維

持に十分配慮して、水源から河口まで一貫した計画に基づき、しばしば水害の発生

している地域についての対策に重点をおいて次の施策を実施するものとする。 

 保全に関しては、 洪水被害を軽減するために六角川上流に多目的ダムを建設す 

る。さらに、牛津川に牟田辺
む た べ

遊水地等の遊水地群を建設し、洪水の安全な流下を図

るとともに、堤防の新設、 拡築及び掘削をなって河積を増大し、 護岸等を施工す

る。 

 また、河口部においては、高潮による災害の防除を図るため、高潮堤防を築造す

る。 

 また、内水被害の著しい地域においては、内水対策を実施する。 

 さらに、河川環境の計画的な保全と整備を図る。 

 利用に関しては佐賀平野、白石平野の農業用水及び武雄市、北方町、大町町等の

都市用水の需要の増大に対処するため水資源の広域的かつ合理的な利用の促進を図

る。 

 

 

 

 

（２）河川の総合的な保全と利用に関する基本方針   

 

六角川水系では、洪水氾濫等による災害から貴重な生命、財産を守り、地域住

民が安心して暮らせるよう、これまでの河川整備の経緯や沿川の社会的状況、河

川の状況等も踏まえて、水系全体のバランスのとれた河川等の整備を図る。また

、自然豊かな河川環境を保全、継承するとともに、流域の風土、歴史、文化を踏

まえ、地域の個性や活力を実感できる川づくりを目指すため、関係機関や流域住

民との連携を強化し、河川の多様性を意識しつつ治水・利水・環境に関わる施策

を総合的に展開する。 

このような考えのもとに、河川整備の現状、 森林等の流域の状況、砂防や治山

工事の実施状況、水害の発生状況、海域の状況、河川利用の現状（水産資源の保

護及び漁業を含む）、流域の歴史・文化、河川環境の保全等を考慮し、また、関

連地域の社会的情勢の発展に即応するよう、環境基本計画等との調整を図り、か

つ、土地改良事業や下水道事業等の関連工事及び既存の水利施設等の機能の維持

に十分配慮し、水源から河口まで一貫した計画のもとに、段階的な整備を進める

にあたっての目標を明確にして、河川の総合的な保全と利用を図る。 

治水・利水・環境にわたる健全な水・物質循環系の構築を図るため、流域の水

利用の合理化、下水道整備等について、関係機関や地域住民と連携しながら流域

一体となって取り組む。 

 

河川の維持管理に関しては、災害発生の防止、河川の適正な利用、流水の正常

な機能の維持及び河川環境の整備と保全の観点から、河川の有する多様な機能を

十分に発揮できるよう適切に行う。このために、河川や地域の特性を反映した維

持管理にかかる計画を定め、実施体制の充実を図る。また、上流から海岸までの
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六角川水系工事実施基本計画 六角川水系河川整備基本方針（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合的な土砂管理の観点から、河床材料や河床高等の経年的変化だけでなく、粒

度分布と量も含めた土砂移動の定量的な把握に努め、流域における土砂移動やガ

タ土の堆積に関する調査、研究に取り組むとともに、河道の著しい浸食や堆積の

ないような河道の維持に努める。 

 

ア 災害の発生の防止又は軽減 

災害の発生の防止又は軽減に関しては、河道や沿川の状況等を踏まえ、それぞ

れの地域特性にあった治水対策を講じることにより、支川を含めた水系全体とし

てバランスよく治水安全度を向上させる。そのため、流域の豊かな自然環境や地

域の風土・歴史等に配慮しながら、河口堰の運用形態の変更を踏まえ、堤防の新

設・拡築、河道掘削、ヨシ原や樹木伐開等により流下能力を増大させるとともに

護岸等を整備する。また、河道で処理できない流量については、新たな洪水調節

施設により対応を図るとともに、内水ポンプの運転調整による対応を検討し、計

画規模の洪水を安全に流下させる。内水排除対策にあたっては、内水ポンプの運

転調整の検討のみならず、内水被害を最小限にとどめるための流域対策を検討す

る。また、実施にあたっては住民との合意形成を図るとともに、関係機関と連携・

調整を図りつつ、まちづくり等、今後の地域発展にも配慮し、適切な役割分担の

もと、効率的かつ効果的な内水被害軽減対策を検討していく。 

さらに、堤防の基礎地盤や築堤材料の特徴を踏まえ、堤防の詳細な点検を行い、

堤防の安全性確保のための対策を実施する。 

河道掘削等による河積の確保にあたっては、多様な動植物の生息・生育・繁殖

する良好な河川環境、河川景観等の保全、河川利用等に配慮しながら計画的に実

施する。河口部、支川の合流部等については、洪水の安全な流下を図るため、洪

水時の水位の縦断変化等について継続的な調査観測を実施し、結果を反映した河
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川整備や適切な維持管理を実施する。 

地震・津波対策等を図るため、堤防の耐震対策等を実施し、河口部では高潮に

よる被害の防除を図るための対策を実施するとともに、河口堰の適切な運用を図

る。 

堤防、洪水調節施設、堰、排水機場、樋門等の河川管理施設の機能を確保する

ため、平常時及び洪水時における巡視、点検をきめ細かく実施し、河川管理施設

及び河道の状態を的確に把握する。また、維持修繕、機能改善等を計画的に行う

ことにより、常に良好な状態を保持するとともに、河川管理施設操作の遠隔化や

河川空間監視カメラによる河川等の状況把握等の施設管理の高度化、効率化を図

る。 

河道内のヨシについては、ヨシによる阻害が洪水位に与える影響を十分把握し、

河川環境の保全に配慮しつつ、洪水の安全な流下を図るため計画的な伐開等の適

正な管理を実施する。 

また、計画規模を上回る洪水及び整備途上段階での施設能力以上の洪水が発生

し氾濫した場合においても、被害をできるだけ軽減させるため、河道や沿川の状

態、氾濫形態等を踏まえ必要に応じた対策を実施する。低平地である白石平野は

有明海特有の大きな干満差の影響や地盤沈下により氾濫水が長期間湛水する特徴

を有していることから、洪水等による被害を極力抑えるため、既往洪水の実績等

も踏まえ、河川堤防や高規格道路等をネットワーク化し、復旧資材の運搬路や避

難路を確保するための広域支援ネットワークや、関係機関の情報を共有し地域住

民に提供する広域防災情報ネットワークの構築に向けて、関係機関と連携・調整

しながら地域一体となって取り組む。 

さらに、災害に強い地域づくりを実現するため、既往洪水の実績等も踏まえ、

洪水予報及び水防警報の充実、水防活動との連携や支援、河川情報の収集と情報
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伝達体制及び避難準備体制の充実、土地利用計画や都市計画との調整等、総合的

な被害軽減対策を自助・共助・公助等の精神のもと、関係機関や地域住民等と連

携して推進する。災害に強い地域づくりを実現するため、情報提供手段の多様化、

ハザードマップやマイ防災マップ作成の支援、地域住民も参加した防災訓練等に

より、災害時のみならず平常時からの防災意識の向上を図る。 

本川及び支川の整備にあたっては、本支川及び上下流間バランスを考慮し、水

系一貫した河川整備を行う。 

 

イ 河川の適切な利用及び流水の正常な機能の維持  

河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関しては、広域的かつ合理的

な水利用の促進を図るなど、今後とも関係機関と連携して必要な流量の確保に努

める。また、渇水等の発生時の被害を最小限に抑えるため、情報提供、情報伝達

体制を整備するとともに、水利使用者相互間の水融通の円滑化等を関係機関及び

水利使用者等と連携して推進する。 

 

ウ 河川環境の整備と保全  

河川環境の整備と保全に関しては、これまでの地域の人々と六角川との歴史

的・文化的な関わりを踏まえ、六角川の独特な流れと豊かな自然が織りなす良好

な河川景観や、多様な動植物が生息・生育・繁殖する自然環境を保全及び整備し、

次世代に引き継ぐよう努める。 

このため、流域の自然的、社会的状況に適した河川空間の管理を含めた河川環

境管理の目標を定め、良好な河川環境の保全と整備に努めるとともに、河川工事

等により河川環境に影響を与える場合には、代償措置等によりできるだけ影響の

回避・低減に努め、良好な河川環境の維持を図る。また、劣化もしくは失われた
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河川環境の状況に応じて、河川工事や自然再生により、かつての良好な河川環境

の再生に努める。実施にあたっては、地域住民や関係機関と連携しながら地域づ

くりにも資する川づくりを推進する。 

 

動植物の生息・生育・繁殖地の保全については、重要種を含む多様な動植物を

育む瀬・淵、河岸、河畔林、干潟、ヨシ原、江湖及び周辺環境等のモニタリング

を行ないながら、河川環境の連続性を確保し、生物の生活史を支える環境を確保

できるよう良好な自然環境の保全に努める。 

 

中・上流部においては、オイカワやカワムツ等が生息・繁殖する瀬・淵、サギ

類等の休息場等となる河畔林の保全に努める。 

下流部においては、六角川、牛津川ともに一部区間において、河川改修により

ヨシ原等の伐開を行うため、できるだけヨシ原等の保全を検討する。また、エツ

やワラスボ等の有明海特有の魚類やギンブナ等の淡水魚が混在して生息・繁殖す

る汽水域、ハラグクレチゴガニ等が生息する干潟やオオヨシキリ等の繁殖・採餌

場となっているヨシ原の保全に努める。 

河口部においては、ムツゴロウ、シオマネキが生息し、シギ・チドリ類やカモ

類が渡りの中継地、越冬地として飛来する干潟の保全に努める。また、シチメン

ソウ、ヒロハマツナ等塩生植物が生育する干潟背後の湿地環境の保全に努める。 

支川牛津川においては、多様な動植物の生息・生育・繁殖場となる瀬・淵、河

畔林、干潟及びヨシ原の保全に努める。 

 

良好な景観の維持･形成については、中・上流部の瀬・淵や河畔林等の自然景観

と周辺の田園風景、下流部及び河口部の干潟・ヨシ原等と調和した河川景観の保

全に努める。 
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人と河川との豊かなふれあいの確保については、人々の河川に対する関心を高

めるために、地域住民の生活基盤や歴史、風土、文化を形成してきた六角川の恵

みを活かしつつ、六角川と周辺の自然環境、観光資源が一体となった活力ある地

域づくりを目指す。また、水辺空間を活かしたイベントや魚釣等の日常的な利用

が継続的に行えるような整備・保全に努め、沿川の自治体が立案する地域計画等

との連携・調整を図り、河川利用に関する多様なニーズを十分反映した整備を推

進する。 

 

水質については、河川の利用状況、沿川地域等の水利用状況、現状の河川環境

を考慮し、下水道等の関連事業や関係機関との連携・調整、地域住民との連携を

図りながら保全に努める。 

 

河川敷地の占用及び許可工作物の設置、管理については、動植物の生息・生育

・繁殖環境の保全、景観の保全について十分配慮するとともに、治水・利水・環

境との調和を図りつつ、貴重なオープンスペースである河川敷地の多様な利用が

適正に行われるよう努める。また、環境に関する情報収集やモニタリングを適切

に行い、河川整備や維持管理に反映させる。 

 

地域の魅力と活力を引き出す積極的な河川管理については、六角川が精霊流し

や散策等地域住民の憩いの場として利用されていることを踏まえ、既設の親水施

設を活用しながら、河川に関する情報を地域住民と幅広く共有し、住民参加によ

る河川清掃、河川愛護活動等を推進するとともに、防災学習、河川の利用に関す

る安全教育、環境教育等の充実を図る。 
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六角川水系工事実施基本計画 六角川水系河川整備基本方針（案） 

２．河川工事の実施の基本となるべき計画に関する事項 

 

（１）基本高水並びにその河道及び洪水調節施設への配分に関する事項 

 

 基本高水のピーク流量は、昭和28年6月洪水を主要な対象洪水として検討した結果

、基準地点住ノ江橋において2,200m3/secとする。 

 このうち、上流ダムにより200m3/secを調節することとし、河道への配分流量は

2,000m3/secとする。 

 

 

基本高水のピーク流量等一覧表 

河 川 名 基準地点 

基本高水の 

ピーク流量 

（m3/sec） 

ダムによる 

調節水量 

（m3/sec） 

河道への 

配分流量 

（m3/sec） 

 

六角川 

 

住ノ江橋 2,200 200 2,000 

 

 

 

 

 

 

 

２．河川の整備の基本となるべき事項 

 

（１）基本高水並びにその河道及び洪水調節施設への配分に関する事項  

 

基本高水は、昭和28年6月洪水、平成2年7月洪水等の既往洪水について検討した

結果、そのピーク流量を基準地点住ノ江橋において2,200m3/sとする。このうち、

流域内の洪水調節施設等により600m3/sを調節し、河道への配分流量を1,600m3/sと

する。 

 

 

基本高水のピーク流量等一覧表 

河 川 名 基準地点 

基本高水の 

ピーク流量 

（m3/s） 

洪水調節施設等

による調節流量

（m3/s） 

河道への 

配分流量 

（m3/s） 

六角川 住ノ江橋 2,200 600 1,600 
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六角川水系工事実施基本計画と六角川水系河川整備基本方針（案）対比表 

六角川水系工事実施基本計画 六角川水系河川整備基本方針（案） 

（２）主要な地点における計画高水流量に関する事項 

 

 計画高水流量は、潮見
し お み

橋
ばし

地点において200m3/secとし、武雄川からの流入量等を合

わせ、六角橋地点において750m3/secとし、さらに牛津川からの流入量を合わせ、住

ノ江橋地点において2,000m3/secとし、その下流では河口まで同流量とする。 

 牛津川の計画高水流量は、浦町
うらまち

橋
ばし

地点において500m3/secとし、支川からの流入量

等に牟田辺遊水地による調節効果を見込み、妙見
みょうけん

橋
ばし

地点において1,150m3/secとし

、支川からの流入量等を合わせ、砥
と

川
がわ

大橋
おおはし

地点において1,200m3/secとし、さらに残

流域からの流入量を合わせ、六角川合流前において1,250m3/secとする。 

      六角川計画高水流量図   （単位：m3/s） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）主要な地点における計画高水流量に関する事項  

 

計画高水流量は、潮見
し お み

橋
ばし

地点で200m3/sとし、六角橋地点において700m3/sとする

。さらに、牛津川等からの流入量を合わせ、住ノ江橋地点において1,600m3/sとす

る。 

牛津川では、洪水調節施設等により調節を行い、妙見橋地点で1,150 m3/sとする

。 

  

 

      六角川計画高水流量図   （単位：m3/s） 
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六角川水系工事実施基本計画と六角川水系河川整備基本方針（案）対比表 

六角川水系工事実施基本計画 六角川水系河川整備基本方針（案） 

３．河川工事の実施に関する事項 

（１）主要な地点における計画高水位、計画横断形その他河道計画 

   に関する重要な事項 

イ 計画高水位 

 本水系の主要な地点における計画高水位は、次表のとおりとする。 

 

主要な地点における計画高水位一覧表 

河川名 地点名 
河口又は合流点 

からの距離（km） 

計画高水位 

（T.P.m） 
摘 要 

潮見橋 30.2 8.73

六角橋 11.4 4.50
六角川 

住ノ江橋 3.8 ※ 5.02
計画高潮堤防高

7.50

浦町橋 
六角川合流点から

21.6 
27.62

妙見橋 14.4 10.12牛津川 

砥川大橋 7.4 5.56

(注）T.P.：東京湾中等潮位 

   ※ ：計画高潮位 

 

 

 

（３）主要な地点における計画高水位及び計画横断形に係る川幅に関する事項 

 

 本水系の主要な地点における計画高水位及び計画横断形に係る概ねの川幅は、

次表のとおりとする。 

 

 

主要な地点における計画高水位及び川幅一覧表 

河川名 地点名 

※ １ 河口又は合流

  点からの距離 

  （km） 

計画高水位 

T.P.（m） 

川幅 

（m） 

潮見橋 30.2 8.73 40 

六角橋 11.4 4.50 100 六角川 

住ノ江橋 3.8 ※ 2 5.02 180 

牛津川 妙見橋 
六角川合流点から

14.4 10.12

 

90 

注）T.P.：東京湾中等潮位 

 ※１ 基点からの距離 

 ※２ 計画高潮位 
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六角川水系工事実施基本計画と六角川水系河川整備基本方針（案）対比表 

六角川水系工事実施基本計画 六角川水系河川整備基本方針（案） 

（３）主要な地点における流水の正常な機能を維持するため必要な流量 

   に関する事項 

 

 六角川における既得水利としては、六角川の印
いん

鑰
にゃく

橋
ばし

から下流においてはなく、牛

津川の妙見橋から下流において農業用水として 0.291m3/sec である。これに対し、

印鑰橋上流の潮見橋における過去 32年間の平均渇水流量は 0.10m3/sec、平均低水流

量は 0.27m3/sec であり、妙見橋における過去 32年間の平均渇水流量は 0.38m3/sec、

平均低水流量は 1.02m3/sec である。 

 流水の正常な機能を維持するため必要な流量は、利水の現況、流水の清潔の保持

等を考慮して、印鑰橋においておおむね 0.11m3/sec、妙見橋においておおむね

0.41m3/sec とするが、今後調査検討のうえ決定するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）主要な地点における流水の正常な機能を維持するため必要な流量 

   に関する事項 

 

六角川の溝ノ上地点から下流の既得水利は、かんがい面積約 300ha の慣行水利

がある。牛津川の妙見橋地点から下流の既得水利は、農業用水として約 0.247m3/s

の許可水利があり、この他にかんがい面積約 33ha の慣行水利がある。 

これに対し、六角川溝
みぞ

ノ上
の う え

地点における昭和 58年～平成 17年までの過去 23年

間の平均低水流量は約 0.25m3/s であり、平均渇水流量は約 0.12m3/s、10 年に 1回

程度の規模の渇水流量は約 0.03m3/s である。また、牛津川妙見橋地点における昭

和 33年～平成 17年までの過去 48年間の平均低水流量は、約 0.98m3/s であり、平

均渇水流量は約0.38m3/s、10年に 1回程度の規模の渇水流量は約0.04m3/sである。 

 流水の正常な機能を維持するために必要な流量は、六角川溝ノ上地点において

かんがい期で概ね 0.26m3/s、非かんがい期で概ね 0.1 m3/s、牛津川妙見橋地点に

おいて通年で概ね 0.41m3/s とし、以て流水の適正な管理、円滑な水利用、河川環

境の保全等に資するものとする。 

なお、流水の正常な機能を維持するため必要な流量には、水利流量が含まれて

いるため、水利使用等の変化に伴い、当該流量は増減するものである。 
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（参 考 図）  六 角 川 水 系 流 域 図 


